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Ⅰ．ま　え　が　き

東京大学演習林の15観測地において収集された2012年の気象観測値を年報で報告する。15地点

のうち５地点は基盤データ整備委員会気象部門で責任をもつＩ種観測地，10地点は各地方演習林

で責任をもつII種観測地である。本年中の観測項目の変更点として，２月23日から北海道演習林

山部の日射量，２月27日から秩父演習林小赤沢の日射量の報告を新たに開始した。

資料の取りまとめは，観測データ管理総括である生態水文学研究所の蔵治光一郎，教育研究セ

ンターの教育研究センターデータ管理担当の近澤静恵・米道学が演習林気象観測担当者および

各地方演習林の観測担当者と協力して行った。統括，管理担当者，各地方演習林の担当者は表－

１のとおりである。

表－１　統括，管理担当，各地方演習林の担当者

担　当 氏　　　名

全体総括 山田利博

観測データ管理総括 蔵治光一郎

観測機器管理総括 藤原章雄・田中延亮

教育研究センターデータ管理担当 近澤静恵・米道学

教育研究センター機器管理担当 米道学

千葉演習林 塚越剛史・里見重成・阿達康眞・山中千恵子

北海道演習林 芝野博文・大川あゆ子

秩父演習林 相川美絵子・丹羽悠二

田無演習林 楠本 大・栗田直明

生態水文学研究所 田中延亮・五名美江・松井理生

富士癒しの森研究所 西山教雄・村瀬一隆

樹芸研究所 井上広喜・辻 和明

Ⅱ．観測法ととりまとめ法および観測地の位置

観測標準センサーを表－２にまとめた。

観測地の位置，観測項目および観測機器を表－３に示した。

観測法とそのとりまとめ法は以下のとおり。気象庁の観測と異なる点があることに注意。

⑴　日界は0：00とする。
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⑵　 温度，湿度，風向については10秒に１回の計測を行い６分に１回（生態水文学研究所では

５分に１回）それらの平均値を観測値として記録する。

⑶　温度，湿度の最大値・最小値は10秒に１回の計測値を元に，その最大値・最小値を示す。

⑷　 地温については６分に１回（生態水文学研究所では５分に１回）の計測を行いその値を観

測値として記録する。

⑸　 日射量については10秒に１回の計測を行い６分に１回（生態水文学研究所では５分に１回）

それらの平均値を観測値として記録する。

⑹　 風速については10秒間の平均風速を測定し，６分に１回（生態水文学研究所では５分に１

回）それらの平均値を観測値として記録する。観測結果の表で風速の最大欄は日平均風速

の月間最大値を示す。

⑺　 降水量については10秒に１回積算値を測定し，６分に１回（生態水文学研究所では５分に

１回）積算値を観測値として記録する。

⑻　 最大積雪深，積雪日数，降雪および積雪の初日，終日については，一部のII種観測地のみ

で観測されている項目であり，観測法と取りまとめ法の詳細は，各観測地が所在する地方

演習林に問い合わせいただきたい。

⑼　 月平均・合計値は10秒ごと（ただし地温のみ５分あるいは６分ごと）の全観測値から求め

た日平均・合計値を用いて求めた。

⑽　 年平均・合計値は年間の日平均・合計値（365日分，ただし閏年は366日分）を用いて求め

た。

⑾　測定を行っていない項目については「－」を記載した。

⑿　 各月において欠測日が６日以上のときは月平均あるいは合計値の欄を空欄とした。各月に

おいて欠測日が５日以下の場合は，その日を除いて月平均あるいは合計値を求め表に記載

した。

⒀　各年において欠測日が６日以上のときは，その項目の年平均・合計値の欄は空欄とした。

⒁　全ての欠測の月日を該当する観測地の表の最下段に記載した。

なお，６分ないし５分間隔で記録された生データはデジタルデータとして，教育研究センター

に保管してある。また，ホームページ上で公開している気象観測月報は，バックアップとして印

刷製本し，各地方演習林と教育研究センターで１部ずつ保管している。
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表－２．標準センサー一覧　　Table-2．The list of standard sensors for observation
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表－３．観測地の位置および観測法　　Table-3．Station list and observation system
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表－３．　つづき　　Table-3. Continued
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表－３．　つづき　　Table-3. Continued
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表－３．　つづき　　Table-3. Continued
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Ⅲ．観　測　結　果
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Ⅳ．演習林 気象報告 修正


